
2010 年 12 月 14 日

長崎県公立大学法人

理事長太田博道様
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「平成 22 年業績評価結果通知書J ならびに「措置通知書」についての不服申立て

添付した先の「平成 22 年業績評価結果通知書」ならびに「措置通知書J は、大学執

行部の違法な処分を受けた小職が正常に勤務できない状態に追いやられていた事情

を考慮することなく算定された教員評価を基礎にして導かれた、まことに不当な決定で

すので、貴職の責任において速やかに教員評価の適正な修正を行い、不当に削減さ

れた小職の今回賞与について支給されるように求めます。

2010 年 7 月 26 日に池田学長に提出した申立文書【「平成 22 年度教員評価結果」

ならびに「平成 22 年度教育研究高度化推進費 A 配分額決定J についての不服申し立

て】において、大学執行部の違法な停職処分を受けた小職が正常に勤務できない状

態に追いやられていた事情を何ら考慮することなく教員評価を算定されたことは、ハラ

スメントとも受けとめられる行為であり誠に遺憾であるとして不服申立てをしておりました。

その際、大学人の良心にも期待して次のように訴えておりましたが、残念ながら池田学

長からは、 2010 年 7 月 26 日付け書面で、規程に基づいて適正に行ったとの一文の返

事があったのみで教員評価結果が再考されることはありませんでした。

ィ、箱詰に対すQ今般の大学理事者側の処分行為が違法・無効であ Q ことは長

崎地方裁判所によとう仮処分決定でも明示されており、近いクちに判断が示ð

れ Q本裁判で 6 周様の趣旨によ Q決定がな主れとうであるクと bづ状況に鑑み、

大学が過ちを縛り返すことなぐ遊切な対応をとられQ ことを求めます。また、
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2010年 7月 26日 

 
長崎県立大学長 

	
 池田	
 高良	
 殿 
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「平成 22年度教員評価結果」ならびに「平成 22年度教育研究高度化推進費 A配分額決定」

についての不服申し立て 

 
 
 
	
 「平成 22年度教員評価結果」（添付資料１）および「平成 22年度教育研究高度化推進費 A

配分額決定」（添付資料 2）について、不服を申し立てます。 

	
 表記について、大学執行部の事実誤認により違法な処分を受けた小職が正常に勤務できな

い状態に追いやられていた事情を何ら考慮することなく、このような結果が示されたことは

ハラスメントとも受けとめられる行為であり誠に遺憾です。小職に対する今般の大学理事者

側の処分行為が違法・無効であることは長崎地方裁判所による仮処分決定でも明示されてお

り（添付資料 3）、近いうちに判断が示される本裁判でも同様の趣旨による決定がなされるで

あろうという状況に鑑み、大学が過ちを繰り返すことなく適切な対応をとられることを求め

ます。また、このような外部の法的な判断によらなくとも、大学人としての良識ある判断に

立ち返って表記の結果を再考されることは執行部のみならず大学のためにも必要なことと考

え、ここに表記二件の結果について不服を申し立てるものです。 
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